
東日本大震災、あれから6年
JSTにおける震災復興支援

岩手県宮古市鍬ヶ崎 撮影：関博満（明星大学教授）



東日本大震災

被災地域におけるJSTの取り組み

岩手県▶水産系への支援
水産系研究者の連携の構築

宮城県▶ものづくり
産学連携のさらなる強化

福島県▶人材育成
『サイエンスキャラバン』の開催



『サイエンスキャラバン』は科学教育を通じて理科教育の振興、
さらには故郷への想いを持つ人材育成に寄与する。

●科学教育（人間教育）
(株)テクノインテグレーション 出川通代表
『江戸時代のイノベーター:平賀源内の発想と行動』

→イノベーションを起こしたいという希望

●エネルギー教育
福島大学 佐藤理夫教授
『福島の再生エネルギーが日本を救う』

→「再生可能エネルギー先駆けの地・ふくしま」
への、理解・誇り

●環境教育
京都大学 渡邉正巳名誉教授
『放射線の健康影響の正しい理解』

→正しい知識に裏付けされた安心・安全の理解

サイエンスキャラバン2016

福島県の復興・再生へ

“福島で生まれ”、“福島で育ち”、“福島で生きる”。



サイエンスキャラバン2016
新聞掲載記事・アンケート

第1回 2016/12/22

第2回 2017/1/11第3回 2017/1/27

（記事はすべて福島民報転写）



「福島県にこんなにもエネルギーについて色んな施設があることを知りませんでした」

「理系へ進むことを決心しました」

「知識量と質の違いで
生き方・考え方が大きく変わってくるから、
もっと増やせるようにしたい」

「数学や理科が苦手でしたが、サイエンスキャラバンを受けて、
自分でもちゃんと考えて勉強すれば、理解できることが分かりました」

「保育士、幼稚園の先生になって、今回学んだことを子供たちに伝えます」

「福島のイメージが悪くなっているけれど、
再生エネルギーが復興の一つの力になってくれればいいと思いました」

「最初は復興などに興味はありませんでした。
でもこのキャラバンを通じて、復興の役に立つ人材にならなければならないと思いました」

「生まれ育った『福島でこどもを産み』『福島で育てたい』と、思う気持ちになりました」

サイエンスキャラバン2016
高校生の反応～心に残るアンケートの声


